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論 説

阿蘇内ノ牧に於ける京大研究用温泉の

掘撃と地知選定並に湯量調節法

理事博士野

緒 占吾
a. 

満 隆 f台

吾々は別府研究所を根擦として相営には温泉の研究調査を賢行して来7こ積のであるが，

然し残念なことには研究所専用の温泉を持たないのでj他人の所有温泉のみにつき所有者

が承諾する程度の調査資料しか得られない扶態であった。従って始終浴用に供して居る他

人の温泉を随時勝手に思ふ存分な研究調査をするわけに行か歩，例へば温泉管内に頻繁に

捧械を挿入するとか，或は湧出口を一時閉塞して水頭の饗化を観測するとか，童夜若くは夏

冬交互に泉口を閉塞開放して之が渇に嘗該温泉乃至は隣接温泉に悪影響を及帰すや否ゃを

試験する等の作業は，到底他人の温泉では承引せられないのである。それで従来の研究は

未花充分徹底的とも根本的とい、ふを得歩，言はば醤埋葬診断に於ける打診若くは聴診の程

度を出でない。依って筆者は研究用温泉を新に掘撃して，ーは掘撃地震占選定法の研究と其

の検曹に資し芳ら地質を採取して其の地方の地唐構造判定に便すると共に，ーは新温泉の

随時開閉や器械挿入により温泉研究を聖書拳上の解剖的診断の域にまで推進めんことを翼望

して居たところ，幸ひにして昭和14年度ょの文部省科車研究費の補助を得て，此の希望賓

現に護足することミなった。

研究肝温泉は出来れば我が温泉研究所のある別府に掘撃したかったのではあるが，別府

研究所構内は丘陵地である闘係上，温泉j脈上にあることは従来の研究で分明ではあるけれ‘
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阿蘇内牧に於ける京大白干究用温泉の捌撃と地理占選定立立に湯震調節法

ども，温泉水頭が地下敷十米の深さにあって経済上も研究上にも不向である。又市内1!f地

は最早や多数の温泉があって，温泉規程上から新掘撃の陰地がない。依って止むを得歩別

府研究所には既記の如く引湯を行&|湯研究に便し，掘撃湿泉は火山研究所のある阿蘇地

方で適営な地賠を選定すること h し，諸種の事情例へば交通とか或は火山裂弱線の研究や

河川研究をも同時に行へる様な僚件をも考I皆、して内ノ牧町に決定しTこυ

fi'liして新温泉による研究の一主題として，数年来筆者の頭にあるのは温泉の開閉乃至自

由調節が可能なりや否やである。筆者は約|↑湯崎や別原油川等に多量の温泉水が掘撃をし

たまミ佼ひもせホ放流委棄せられて居る現ijj~を見，真に勿閥ないことと嘆せざるを止ぬの

である。之も温泉保護の目的から方 kで一温泉規程が制定され，却って逆毅果を奏し温泉冒

漬を見fこのである。といふのは，既設温泉よち何百米以内は新掘撃を許さぬといふ規則が

出来れば，利権屋か今すぐ必要もないのに単なる槽利獲得の目的で，規程の最小範囲に兎

も角ボーリングをして置くか.らである。か様な事態は賓に泉源緬養上憂慮すべき'重大事で，

放棄温泉は成るべ〈閉塞させて置くか少くとも時k開放する程度に止むべきものと思はれ

るに拘らすう所有者は俄令一時的にせよ閉塞すれば泉脈が饗って出ぬ様になる恐れありと

稽して反封するし，叉夫れを尻駁すべき接理乃至賓験が従来はまだ無いから，法規的に閉

塞命令ぞ出す謹に行かない。か hゐ現吠に鑑み，筆者は恰も吾々が水道栓をひねって自由

に必要なだけ上水を利用する如く，新研究用温泉tこは湧出量調節装置を施し， 自由に流

量を加減し得るや否や叉調節によって営該温泉乃至は隣接温泉に障害を生歩るや否ゃを研

究することにした。叢聞は使っても夜分は泉孔を閉塞するだけで，湯量の字分は節約にな

る。況んや浴客にシーズンのある温泉地では，温湯湧出をそのな{ズンだけ全力的とし，

閑散期には大部分を抑止調節する様にしたならば，非常に温湯の節約となり最も合理的な

温泉経営1さと思ふのである。之によってその温泉地は保護癌養ゼられて其の薄命を延ばし

得べく，叉従来の制限を緩和して更に新掘撃を許しでも差支ない場合もるって温泉地の護

展に貢献し得るし，或は叉濫掘の矯め素弱し7こ地直例へば別府潰脇方面の如きは隣接地匿

の湧出抑制溺養によって復活の主主セ辿る様にならぬとも限らない。

以下かるる腹案を以て掘った内ノ牧新温泉につき，其の掘盤地貼選定法と掘撃結果並に

湧出量調節法を述べ、る。

I (1) 野満隆治，瀬聖子錦歳，引湯の研究:本誌、第5谷第3披(昭和16年)， 171頁
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阿蘇内牧に於ける京大研究用温泉の姻豊富と地勲選定並に湯況調節法

1. 掘撃地黙の選定と其の準備調査

吾 の々研究用温泉は内ノ牧町内に掘ること Lしたが，之は内ノ牧が阿蘇カルテラ地盤の

裂弱線中，筆者♂所謂最外端放射線と第一弧J伏線との交鮪附近に首札裂弱線の性放を将

来各方面から精細に探究するときの蝶賄とする便宜からと，今一つは同町には既に多数の.

温泉があって，遁首』こ地鮪の選定を誤のさへしなりれは，新温泉の掘撃も成功疑ひないか

らである。

然らば町内のどこがJjj(高温度最大i，¥ij出量の温泉を得るに最も有議であるか，叉掘撃深度

は如イ引まどにすべきかぞ決定するま需に，筆者は先づ既設温泉の温度とその掘盤深度を調査

し，別府で地温研究から陰蔽温泉j蹴を決定したと同じ筆法を取ることにした。

内ノ牧には古来其の東北近傍じ湯山と西南近傍に折戸といふ自然湧出温泉があるが，明

治31年 6月，町内の西南隅で折戸と向ひあつTこ竹林といふ所tこ用水目的を以て衝き井戸を

掘っすこところ，偶然にも温泉が出Tこ。之に刺戟せられて其後多数の温泉が掘撃される様に，

なった。明治33年伊木常誠博士の報告には掘撃温泉孔 42とあり，其の内 15口の温度が測

つである。而して掘撃深度拡40-50聞であったQ 戎で大正年間敵洲大戦後の景気につれ相

官盛んに掘盤されたが，深さは60-70聞となった。昭和に入めでは 7，8年頃の好景集に復

k掘撃盛んとなり，八代方面よわ穿泉屋をつれ来わ深掘を始め80-90聞の温泉が多くなっ

た。其の後も断績的に新掘撃が行はれて居るが成功率は随分悪くなって居る。

かくして現在町役場の憂帳にある温泉数は約68口であって其の位置は第 l園の如くであ

るが，是等は最初からの掘撃泉が皆残存して居るのではなく，頻 kと閉止したり改掘した

りした後の現計である。内ノ牧では多くは5-6年で奮泉口は慶棄して別に改掘するそうで

あるが，之は此の地方が火山次で掴盤費低廉なるため，泉管に火山次がつまり湧出が少し

悪くなるとそれを法滞するよりは却って新掘が安上がりになるから立といふ。かやうな閥

係で伊木博士の報文にある温泉が今のどれに相賞するか封比に困難を感じたが，其の内II

ロだけは確賓に封比が出来7こ。

扱，筆者は新碕究用温泉の掘盤地黙を選定すべき資料として，昭和14年南葉助教授に是

(2) 野滞隆治:阿蘇中央火丘群及び温泉の分布と現火山活動勢力源の潜在位置に就て，地球物理第

8悠(昭和14年)， 8頁

(3) 伊木常誠:阿蘇火山調査報告.震災致防調査曾報告第33~虎(明治34年)， 1頁
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阿蘇内牧に於ける京大研究用温泉の銅盤と地跡選定並に湯量調節法

等既設温泉の温度と深さ測定を依頼し，同助数授より昭和15年12月に倉末の資料欄「内ノ

牧温泉観測表」第一義の様な報告を接受した。伊木博士報告にある温泉跡の分明したもの

は，表の横に併記して往時の温度及び深さをも記入しである。叉業の位置は第1闘中に首

凶

ムヨ ←ーーーマτ

〈

第 1間 内ノ牧温泉分布(数字は町役場温泉這般の所載順につけた温泉番鋭).又氏名は伊

木樽士報交中の温泉位置.ABは筆者想定のカJνデラ裂弱線 、

*町内全温泉の再調査は，吾々の新樹温泉成功後にも施行して，青島末資料欄の第二部に載せである

から参照せられたい。
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阿蘇内牧に於ける京大研究用温泉の掘饗と地貼選定並に湯楚調節法

時の所有者氏名を以て示しである己

此の報告を受けて見ると，内ノ牧温泉は 49。を最高温度とし一般に割合低温であるが，

泉湿の分布吠態から大韓三直に分け，東部の湯山方面，西部の折戸方面と中部の町内区域

とすることが出来る。中部の町内が最も優勢であって，湯山方面も折戸方面も古来自然湧

出温泉のある鹿ではるるが，温度が低く新掘撃をしても町内よりは低温で湯量も少い。湯

山温系の如き明治31年噴は伊木常誠博士の報文によると 39'前後で二ケ所の岩目から自然

湧出をして居たが，大正11年には 35'に下がり人工汲上けをせねばならぬ様になったし

昭和15年には僅に 24
0

に低下して居る。折戸の自然温泉ふ沓記録はないが，古老の言に

よると矢張わ湧出量温度ともに低下し大様で，目下は 34。にすぎない。是等の低下原因は

町内に多数の温泉を掘撃した震ではないかと想像せられる。町内に於ても掴撃は折戸に近
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第 2囲 内ノ牧温泉湧出温度分布(深度を考へないで)
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阿蘇内牧に於ける京大研究用温泉の掘盤と地貼選定並に湯量調節法

い西部から始まり，漸失後年になる程東部へ進展したが，西部は比較的浅くで温泉を得ら

れる代わ温度は比較的低<，東するに従ひ掘撃は深くせねばならぬが高温のものが得られ，

而ち東部に温泉が殖え、るほど西部の既設温泉は温度が盆々低下する形勢を示したといふこ

とである。即ち内ノ牧町内温泉は西部より東漸して次第に筆者想定のカルデラ裂弱線に近

寄りつミあるのであるO

兎に角現在の湧出温度分布を具悼的に示す篇，先づ泉源深度を論せ歩、に賓測命全温泉tこ

っき湧出温度を地園上に記入して等温線をを描けば第2園の様になる。町内の最高温部は

町の東南寄わにるって， 49。の直域が坊中街道延長線に近く南東から北西に長軸を持つ細

長い楕国放をなして存在する。従って吾々の研究温泉掘撃地鮪も大鰐此の軸線 (No.ll

12-16線卸ち第1固のAC線)上仁近く選定すべ‘きことがわかる。

然らば其の線上の何唱にすべきか。之に闘して第ーに参考となる ζとは，この棋より少

し東方に筆者想定の阿蘇カルデラ裂弱線の一つが走って居ることである。巴Hち最高温帯?の

"0 
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第 8困 深度別湧出温度分布 (a)深度40-50間
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阿蘇内牧に於ける京大研究用温泉の捌撃と地貼選定並にi湯最調節法
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第3圃 (b) 深度 60 間前度

上で成るべく京へ(従って南J>-.も〉寄せ，地盤裂腸線に接近せしむる方が有利と思はれる。

其の程度を判定する材料として，筆者は更に町内温泉を深度別にし;等温線圃を作って見る

ことにした。内ノ牧温泉は緒言に述べた様に，掘撃時代によわ深度が大髄一定して40で50

聞と60間前後と 80-90聞となって居るので，その三類別に等温線を描いたところ，第3園

ヤ)， (b)， (c)を得た。之によると，温度は大植に於て深くなるほ E高くなるのは勿論であ

るが，然しその分布欣態は飴程様子を費へる。特に注意すべきは，各深度の最高温部が深

ぎによって其の位置を費へて居ながら大慨に於て第2圃の時速べ?こ坊中何よ首延長根上に

あることであるロ而も其線上では，浅い!膏ほど最高温部が問北に偏し温度の絶封11良はイ尽く

43" であるが，深い居ほ E東南に寄って温度絶封値も高く 49に喰進するのである。更に

目を惹くことは第3固(a)の最高温部位は 43であるのに，同じ部位の一部は(b)闘で見

ると 41'-42"となって， 40-50間深度よりは60聞の深度の方が却って低温となって居る。

之は内ノt陵地τの最高温部か比較的薄い青欣になって，南東の深所より北西の筏所に向ひ

延びて居ること'Jj:暗示する。

そこで‘此の貼をー暦明かにする詩，別に垂直断面内の温度分布岡を作ることにした。第
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第 S岡 (c) 深 度 8ひ-90 問

4園は成るぺく東西に長い距離に亙って多数の温泉が附近にある線(第 1圃のDE)を含む

垂直断面上の夫れである。勿論完全に此の断面上に重うる温泉は少いから，附近の温泉をも

その面上に投影してデータを豊富にした。かくして得た固には東側深部から西側洩部tこ向

" 

" 
・. . 
陶. . 
， 
‘・

主主主主主

第 4困

" m・H

垂底断雨上の温度分布

ふ高温舌J伏部が如賓に現Iまれ，全く前記のき象想を確認せしめる。この舌欣中軸線は恐らく

カルデラ陥波後に堆積し7こ地暦の新割目であると筆者は考へる。そして前記のカルデラ裂

弱線深部から岩燕作用による高熱ガスや高熟慮女水或は夫れによって熱せられた循環水が

( R ) 



阿蘇内牧に於ける京大研究用温泉の掘態と地黒占選定並に湯量調節法

上昇し，新堆積居中の不透屠によって阻止せられ，該地屠の新割自に沿うて漸く地表近く

まで現はれ音放高温部を形成するものであらう。かくて吾kの研究温泉掘撃地賠は，第 1

国の最高温中軸線上比較的東南側に選ぶべ、きことが知られる。但し東南に寄せると夫れt!.

り掘撃深度は深くなわ費用の嵩むことは魔悟せねばならぬ。それで未百之だけでは，はっ

きり此慮花と掘撃地貼を限定するわけに行かない。

ところが，更に一つ参考になる材料がるるのである。それは伊木博士の報文に温度記録

のある浅い温泉で其の後に深掘しかへたのが若干あるが，場温数果に著しし、懸隔を見せて

居ることである。第1表はI1!Pち夫れである。

第 1表 改掘温泉の櫓温数果
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此の表と第 1固とぞ封照するに，深掘したが魚に却って温度の低下したもの四つあるが

何れも町内西部にあわ， No.24 は栂めて僅か増温して居る υ 然るにそれよわ:}.f!部のもの

は皆著しく場温となって居る。その内坊中街道延長上仁あるものの;喰温は営然として，

No. 2 (小野)， No.10(森本)の深掘による増温故果が特tこ著しし、のは注目t二値する。之は

その線上で異献があり，地下高温帯がそのあために局部的膨起しあるを思はせる。依って

筆者はNo.2-No.10の線(第1圃のFG糠)と先きの内ノ牧最高温中軸線AC(No.11ー12-16線)

との交賠ぞ以て吾kの新温泉掘整地賠に決定した(第 1園P鮪〉。こ誌は偶然にも恰度黒川
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の河畔で而も坊中街道の内ノ牧入口に営わ，交通上からも戸川研究の便宜からも願つでも

ない好誼な地黙であって，喜びに堪えない次第である。叉湯山・折戸の自然湧出泉を結ぶ

線上にも載るので，一屠意を強うすることが出来た。

次に掘撃設定深度であるが，此の地黙は第4園の垂直断面上に投影すれば， FGと記入

した鹿に首わ，最高温度線が小突起を波出して之亦堆積地唐の副甑裂らしく，盆k筆者の

信念を聞くしたのみならホ，此の地賠の垂直線と地下最高温舌紋棋の中車両とが交合する深

度を困上でi則れば 92間=173米となる。同様の断面園を前記最高温帯を含むAC線を通っ

て作ると，やはめ高温部が舌放に現はれるから，其の中軸棋と橡定地鮪Pでの鉛直線との

交賄;a同せば85間=155mとなる。それで‘雨者の平均164mを採用L，それに多少の安全率

制日へ 200米ち以てボーリング深度の最大限と決定した。

11. 掘撃の費施と其の経過

掘整地異Iiの選定と掘撃深度の議定が出来たので，内ノ牧町役場に借地斡旋方を依頼しr，こ

ところ，町では特別の好意を寄せて，設敷地を買牧の上大皐に寄附せられたのみならすう

温泉成功後は同所に研究分所を建築寄附せらる L ことになった。叉掘盤作業は大正15年12

月東京目黒の利根ボ{リング合枇に交渉し，コーア・ボーリングを行ひ地質調査にも便す

ることにした。かくて昭和16年 3月より費地作業に入わ，約2ヶ月の檎組・器械据付其の

他準備工作後， 4月末愈k掘進を始めた。途中数問穿孔壁の崩壊に遭遇し，器械掘に於て

は火山友清が岩盤よりも却って厄介なる所以を開験しつ hも，兎も角 7月1日大成功裡に，

噴騰高度地上約6米，湧出量 1日1300石，温度51'Cといふ内ノ牧第一の高温大湧出量の

温泉を得7こ。掘撃深度は 153mであった。第5悶はボ{リング作業中の賢景で，其の監替

には南葉助教授を煩はした。

新温泉の初噴は 6月初日 17時よわ其抱を示し，翠早・車F蜘撃錐が楠めで数十f短波入したの

で慌て，，~I上lJ'jこ鹿，猛然掘撃機上にまで揚が昇わ，地図は高間Lな湯の洪水となって隣家

の野栄畑まで一両に握れ，:ii;の所有者速に「野朱が枯れるー!と騒がれ， 1'1'業員はl吹湯の抑止

に忙殺される仕末であつ仁 l 底力述ベナ二如く本存f'1'U阻泉の主目的の一つが温泉調節の研究

である関係上む研究室建築までは連続研究も出来粂ねるi&:，不川の間は湧問責tに大制限

を興ふる目算の下に，教め調節用の先細り抑止管!制問を用意して置いたので，其の一つを

湧出口に飯め込み噴湯を極めて少量に制御して，作業員謹がホツと一息ついて居る蹴況が

( 10 ) 
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第5闘

第 6闘 温泉初噴後之を抑止調節して一安心の光景

( II ) 
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第6園である。かく温泉を調節抑止しでも地下

の温泉居に具費を生ぜぎらしむる詩，泉管下端

部周圏の不透水暦穿孔徐隙にはセメ νトぞどん

どん流し込みて填充閉塞した。

ボーリング中に得手こ土質を掘撃深度と封照す

れば第2表の如くで，第7固はそれを圃示した

ものである。

表面より 9米許りは火山友の容量1朋した土量産で

あるが，夫れ以下28米までは極めて透水性な弛

い火山次砂屠で地下水が豊富である。それより

中聞に

ぬるい湯を含む薄い砂利屠(厚さ1mかに1-2米)

地下78米までは厚い粘土の不透水府で，

会挟んで居るにすぎなし、。此の厚い粘土暦を抜

けば，地下100米まで厚さ22米の集塊岩がるる。

之は此の地方で東郷バンと構し，来7ご岩磐とい

ふ程までには団結して居ないからコーア・ボー

普リングでは崩れて礁と砂と離れてしまふが，

通の意味では充分に鯵結してキ透水性を帯びて

居る。此の暦の上下端には既tこ温泉水があるけ

まf三低温で且つ量も少い。明治時代の止しども，

温泉は多く乙の屠の湯を採ったものである。更

第 7岡

新銅盤地罰Ii

土質問

に地下 149米までは大抵粘土質で，砂や礁をi昆・

じては居るが大韓不透性である。只 110米附近

は混1換多く柏、々透水性のため弱い湯暦を成して居る。最後の不

透水厨を破れば地下 149米でI線岩となり，荷温の温泉が得られ

る。吾々の新温泉掴撃には此の不透暦穿-買の絡め頃，撃錐が念

に 50cmばかり濁りでにズプズプと淡入したので， 叉もや孔堕

の崩壊かと危惜し，慌て h撃具ぞ引上けたところ，前記の様に

猛烈なる噴湯を見7このである。盤錐が摘。てずに敷十糎も主主入し

( 12 ) 
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たといふのは，恰度礁岩の割自に営って居7こ震では無いかと想像する失第である。竣成後

iこ温泉導管(鎖製)と穿孔聞の隙聞をセメントで充填したといふのは，最後の不透水性屠の

鹿だけでるる。此の下更に透水性屠従って温泉j菅が幾段あるかは分らぬが，最下暦底の深

度を推定するには一つの手懸りがある。

カルデラ陪設によって出来fこ主要裂弱線の一つは第1岡の AB綿であるのに，内ノ牧地

帯の高最温部中軸は多少それより固に偏在して AC上にある。阿蘇外輸の絶壁には其の上

面に近く幾校もの熔岩層を見るのであるが， AB線は是等に連続して居サこ陥波山惜の熔岩

暦をも貫通し極めて深所に達する裂緯線であり，之に反してAC線は其の後に堆積した地

居立けに属する比較的浅い割自の方向を示すものと筆者は解する。印lち温泉の根本熱源は

AB線下よめ来る火山ガス乃至熱水であるが，それが上部の堆積各暦に入るのは中聞に爽

在する弓潜水居に於ける割目の位置によって左右さ 1れるのであられ果して然らぱ，第4

固に於て内ノ牧地下の最高温舌欣部の中軸線と裂弱線ABの該断面上tこ於ける位置から下

した鉛直線との交賭が，カルデラ陥浸後に堆積した地屠の最下底を示すもので，換言すれば

其の深度がカルデラの陥波深度を輿ふるものではなからうか。此の様な考へを以て第4固

から堆積居最下底の深度を出して見れば185間=336mを得る。備ほ第1園のAC線を通る垂

直断面上で温度分布園を作り，同様の手蹟きを経て堆積屠の深度を求めると200間=364m

となる。依て私は雨者を平均して

内ノ牧堆積暦の綿厚=350m

と推定する。果して然るや否や，どうかして之を別方面から検澄したいものと思って居る。

かくて第 1園のAB線上ならば深〈掘りさへすれば吾kの新温泉地黙より以来でも温度の

高い温泉を得る可能性はある。然し掘撃深度は束になるほど大なるを要し， A鮎附近では

恐らく 350米近くも掘らねばなら歩工費の激墳を免れないであらう。

以上の所論を綜合して，伊木博士の想像園 折戸 内牧 場由

に準じ内ノ牧地下蹴態を固にすれば，大館第

8圃の様なものであらう。湯山温泉の自然湧

出は岩の割問!が見えて居るし，折戸温泉も岩

盤が浅いといふことであるが，是等は，地鮪

が全く外輸の山麓であ右から，後tこ滑落した

( 13 ) 
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外輸の岩塊であらうと推察される。而してその中間，内ノ牧盆地の下部にある基岩は現在

の地面下350米ほどにあってーの大裂鱒線を有するO その上に堆積した居の不透水性なる

ものには東南深部より西北浅部に向ふ割目があり，温泉源、水が上って来ては透水居内に接

がり幾居もの暦吠温泉帯を形成するO 湯山折戸の雨温泉は之と遣った別系統のもので，其

の根源は中央匿のものよりは遣に小さく且つ浅いものと思はれる。中央匝の主裂蝉に{竿生

した二次的小割固に因るのかも知れない。刊に湯山は町内温泉の護達に伴ひ著しく減哀し

にのぞ見れば一屠去の感を深くする。向ほ微温水は北部方面よわ詫暦を内ノ牧東北部へ随

分やって来る様である。之は主裂緯線の延長北端から出てういる温水が冷地下水に組合した

ものではなからうか。記して後日の研究に侯つ。

111. ご目I.IIIL 泉 の 調 節

温泉の人工調節は可能なりや，可能とせば如何なる方法を係るべ

きか，叉調節の震に泉源を害することなきか等は，筆者をして研究

用温泉掘磐ぞ盟、ひ立つに至らしめた重要なる課題の一つであった。

そこで次に温泉調節法として採った吾k の鹿置を述べる。

先づ調節による悪影響を除去する矯めには，温泉水の上昇路とし

て挿入した鎖管の下部に於て，貫通した不透水暦の穿孔と鎖管との

聞の徐際は多量のセメント境交により完全に閉塞し， そこから温水

の漏洩が決してない繰にした。之は温泉調節を行ふ場合には絶封不

包WlllJ

買い:
第 9 間

可献の慮置であるO この様にして置けば，後日温泉口を完全に閉めて湧出を皆無にすると，

泉底含湯暦の僚件は掴整前と何等鑓わがなく自然欣態に復したことになる。之に反して右

の間際填ヲヒがやってないと，泉底地屠内の被塵温水が始終其の隙聞を遇って上の透水暦内

に漏れ，湯の一部をさき費する結果となる許めでなく温泉脈の鑓化を誘導する恐れもある。

叉人工調節の際，例へば夜中不用時には湧出口を完封しで湯を節約した積りで居ても，賓

ば右の際聞から漏洩が著しくなって目算が外れ，泉源の癌養貯識には何等殺を奏しないこ

ともありf尋るのである。

次に湧出量の根本調節は馬民絡のシボリに似たシボリ捕を導管中に装備して行ふことに

した。之によって，恰も吾k が水道栓をひねる様に，極めて軽く自由自在に湧出量の調節

がIt¥来る。口輸は湧出口のところに於ける基本調官li排を示す。叉第10岡は普通の水道栓に

( 14 ) 
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第10困 温泉調節の貸景 (左)弁開放 (中)弁宇閉 (右)弁閉止

よる浴室前の第二失調節の賢景で， (左)は栓を全〈開放した場合， (中)は牛閣の場合，

(右)は栓を充分にしめて湧出を止めた場合である。

かくて温泉調節は極めて簡単に行ひ得ることが明かとなったのでt 目下は湧出量を約去

に減じて放流させつ~諸種の研究に従事中である、。夫等の結果は追って報告の機曾があ

ると思ふ。

本温泉掘撃は文部省科察研究費により，叉掘盤前後とも南葉助教授の膝援を乞ふたこと

が少くなU、。土地並びに研究分所建築(口縮参照)は内ア牧町の寄附に係る。こ誌に記して

厚く謝意を表する。
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